
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和３年度   

 

   

令和３年 ９月３０日 発行責任者 校長 富 田 義 宏 

１０月行事予定 

日 曜 行 事 下校バス 

1日 金 ＡＬＴ  

修学旅行(11月 4日・5日へ延期) 

②③ 

2日 土   

3日 日   

4日 月 歯みがき指導開始(～11月) ② 

5日 火 ＡＬＴ とんでんタイム ②③ 

6日 水 開校記念日 図書館バス  

7日 木 委員会 ④⑤ 

8日 金 ＡＬＴ 北方領土学習(中止) ②15:20 

9日 土   

10日 日   

11日 月 クリーン作戦(中学校より下校) 15:25(中より) 

12日 火 ＡＬＴ ②③ 

13日 水 色覚検査(～20日) ⑥ 

14日 木 なわとびチャレンジ ②③ 

15日 金 中学校登校（高：中学校に登校） 

ＡＬＴ 就学時スクリーニング検査 

②③ 

16日 土   

17日 日   

18日 月  ② 

19日 火 ＡＬＴ ② 

20日 水 図書館バス ②③ 

21日 木  ②③ 

22日 金 ＡＬＴ ②③ 

23日 土 学習発表会 11:30 

24日 日   

25日 月 二計測 養護教諭教育実習(～27 日) ②③ 

26日 火 ＡＬＴ 二計測 ②③ 

27日 水 二計測 ■町研 10 月研究大会のため 13:10 

28日 木 とんでんタイム 委員会 ④⑤ 

29日 金 ＡＬＴ 代表委員会 クラブ 

消防署見学(３年) 

②③ 

30日 土   

31日 日   

スクールバス ①…13:00 ②…14:10 ③…15:10 
          ④…14:00 ⑤…15:30 ⑥…１４：２０ 
 

「成長が見える！ 実りの秋を迎えて」 

校長 富 田 義 宏 

 

学校農園の作物だけではなく，子どもたちや先生方の取組に

ついてもその成果が見られてきていることが感じられ，「実りの

秋」を実感しているところです。 

 27 日（月）のマラソン大会での子どもたちの力走は，こつ

こつと練習に取り組んできた成果として，保護者，地域の皆

様に見ていただくことができたのではないかと思っていま

す。選択したコースが昨年度よりも長かったり，コンディシ

ョンが違ったりで単純に昨年度の記録と比較するものではな

いのですが，記録更新ができず悔しさの残った子もいれば，

自己の記録に満足し成就感を得た子もいました。悔しさを持っ

た子にはその悔しさを忘れずに次への糧としてほしいですし，成

就感を得られた子はそれまでの取組方を再確認し，成功体験とし

てこれもまた次の糧としてもらいたいものです。 

自分の結果や取組方だけではなく，「応援」がいかに大事なこ

とであるかを感じた子も多くいました。 

「友達や家族，地域の人たちが応援してくれたから，走りきれた！」 

「保育所の前では小さい子たちがいっぱい応援してくれたから，苦

しかったけどそこだけはスピードを上げ必死に走った！」 

「応援されているから，休むわけにはいかない！」 

・・・と，感じ方は様々なようでしたが，応援は力になること

を体感できたのもマラソン大会の大きな収穫の一つでありま

す。後期，太田小学校は一人一人がお互いにみんなの応援団で

あり，お互いに応援しあうことでみんなが伸びてゆく学校であるこ

とを伝えていきます。保護者の皆様，地域の皆様の応援とご

協力に心より感謝申し上げます。 

 ２学期に入り，児童会や少年団を中心に自治能力の高まりを

感じます。「学校の現状を見つめ，より良い学校生活を作り出す

ために，自分たちで企画立案し，自分たちの力でやり抜こうとする

児童会・少年団」へとバージョンアップしています。 

・児童会による「みんなの声 BOX」「あいさつ日本一」の取組 

・お昼の放送のリニューアルとリクエスト・投稿による積極的参加 

・中、昼休みの元気な遊びとチャイム後の撤収の素早さ 

・少年団三役による「秋のほしぞら観察会」の取組 

・・・こういう姿も前期の取組の成果です。先生方の指導によ

るところもありますが，それ以上に子どもたちの伸びようとする

力（成長）が表出されるようになってきたことが何より嬉しいです。

今後も子どもたちの成長が成果として見える学校づくりを進めて

いきます。 

先日，各ご家庭に「太田小学校のくらし」をお配りしま

した。学校の約束事や学習規律，保護者の皆様へのお願い

などを集約し，これを見れば学校生活がわかるというもの

です。先生方が年度初めから約束事や各種情報の収集整理

を行い，前期中の発行に間に合わせることができました。

各ご家庭で有効に活用していただいたり，次年度に向けて

ご意見をいただいたりすることが成果の現れになります。

ご活用ください。 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マラソン大会 
～自分の目標を目指して最後まで走り抜こう～ 

９月２７日（月）にマラソン大会を行いました。おかげ様
で晴天に恵まれ，よい路面状況の中実施することができまし
た。子ども達は，地域・保護者の皆様の応援を受け，今まで
の練習を生かし，最後までがんばることができました。子ど
もたちの真剣な表情ややりきった笑顔は，とっても素敵でし
た。保護者・地域の皆様には，新型コロナウィルス感染症対
策をしながらあたたかい応援をいただきました。ありがとう
ございました。 

 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
  

   
 
 

iPadについての約束（太田小） 
～iPadの家庭への持ち帰りが始まりました～ 

 ９月２日の iPadオンラインテストを経まして，９月２２
日より家庭への iPad の持ち帰りが始まっています。子ども
達が家庭学習に iPad が必要な時に，家庭へ持ち帰ることと
なります。iPad は便利な学習用具ですが，使い方を間違う
と危険な道具にもなってしまいます。子どもたちに使い方や
ネットモラルについて教えていく一方，安全に活用できるよ
う，ルールを守る指導も行っています。持ち帰り時のルール
等につきましては，GIGA スクール推進係からのお便りでお
知らせしております。ご家庭でのご協力をどうぞよろしくお
願いいたします。 

【iPad持ち帰りについての約束】 
１ 大切に使う 

…大変高価な学習用具となります。 
２ 家庭学習のために使う 

…使ってよいアプリが決まっています。 

    【使ってよいアプリ（9月 24 日現在）】 
・ロイロノート ・ScratchJr ・hiragana  
・katakana ・ABC ・abc ・キーボード島 
・筆順辞典 ・Google Earth ・リスニング 
・英検問題 ・iMovie ・GarageBand 

※今後，変更になることもあります。 

３ 午後８時以降の使用はしない 
  …就寝する１～２時間前には，iPad の使用をやめるこ 

とがよい睡眠につながります。 

令和３年度学習発表会の見通し 

期 日： １０月２３日（土） 

日 程： ８：５５～ １・２年生発表 

     ９：３５～ ３・４年生発表 

    １０：１５～ ５・６年生発表 

その他：新型コロナウィルス感染症蔓延防止対策として，以下のよ

うにします。ご理解ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

・全校合唱は行いません。 

 ・各家庭の参観者は２名までとなります。 

※今後の新型コロナウィルスの感染状況によっては，変更す

ることもありますことをご了承ください。 

※後日，各ご家庭の出欠を確認するお便りを配布予定です。

こちらへのご記入とご提出もよろしくお願いいたします。 

熊やハチから身を守る～自分の命は自分で守る～ 
９月１０日（金）に生活安全教室（熊やハチから身を守る）

を行いました。役場環境政策課のお２人が講師として，熊や
ハチから身を守る方法を教えてくださいました。熊を見つ
けたら「熊の様子を見ながらゆっくり離れる」「決して走っ
て逃げてはいけない」「子熊には絶対近づかない」ハチを見
つけたら「姿勢を低くする」「大声を出さない」「手ではらわ
ない」といったようなことを，熊やハチの生態から理由を説
明し，スライドや実物を使ってわかりやすく教えてくださ
いました。子どもたちは，真剣にお話を聞き，熊やハチから
身を守る方法を学ぶことができました。 
 
 
 
  
 
  

  
 
 
 
 
 

着衣泳～水中でも自分の命は自分で守る～ 
 ９月１５日（水）に５・６年生が着衣泳を行いました。プ
ールで，服を着たまま水中に落ちた時の対処の仕方，水中に
落ちている人を見つけた時の対処の仕方を学びました。「浮
かんだ時に体が空中にでるのは２％ほどの部分なので，口が
出るように浮かぶこと」，「人が水中に落ちているのを見つけ
た時自分も水中に入ると自分もおぼれてしまうので，自分は
入らないで物を使って陸上から助けること」などのことを学
びました。子どもたちは，それぞれ実際に体験しながら，命
を守る方法を身に付けていくことができました。 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

ねわらをフワフワにしよう 
～生活科…乳牛へ親しみを持ち，生き物を大切にしようとする～ 
子どもたちの最後の子牛のお世話が終わりました。一人

一人がていねいなお世話をするために事前に目標を決め，
その達成に向かって一生懸命がんばりました。「子牛の目を
見てミルクをあげよう。」「ほら，こっちにおいで。」「ねわら
をフワフワにしよう。」「こんな風にやるといいよ。」これは，
子どもたちの活動中のやりとりです。子どもたちが「思い
や願い」の実現に向け，これまでの学習で培ってきたこと
を生かしながら行動していることがわかります。子牛のお
かげで，生命の大切さに気付き乳牛への親しみを持つこと
ができ，大きく成長した子ども達です。これまでご協力を
いただきました石澤牧場をはじめ，農協，農済の皆様に改
めまして感謝いたします。今後，今までの活動を振り返り
『太田小１・２年生ぼくじょう日記』にまとめていきます。 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

  
 


